
令和4年度「ヤングケアラー」の実態に関する調査報告書概要（⼭梨県）R4.12

・調査目的：山梨県内の児童・生徒及び保護者、一般県民のヤングケアラーに対する意識や実態に加え、学校支援者及び子どもの居場所支援者のヤングケアラーへの支援状況を把握し、ヤングケアラーに対す
る必要な支援策等を検討するための基礎資料とする。

•調査対象

調査方法

調査時期

調査目的・調査方法・調査対象

調査名 調査対象 調査方法 調査時期 対象者数 有効回答数

子ども調査 県内の学校に通う小学６年生、中学生、高校生 学校にてWeb調査 令和４年９月 約53,000人 28,179件

保護者調査 県内の学校に通う小学６年生、中学生、高校生の保護者 学校から子どもを通じて調査協力の依頼Web回答 令和４年７月～１０月 2,760件

一般県民調査 （一般）
（県政モニター）

・モニター調査会社に登録している県内在住の方
・県政モニターに登録している方

Web調査
Web調査／紙回答

令和４年８月
令和４年８月～９月

840件
436件

840件
324件

学校支援者 養護教諭、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー 教育委員会及び私立学校を通じて依頼 Web回答 令和４年７月～８月 436件 268件

子どもの居場所支援者 子どもの居場所運営事業者 紙の調査票配布（Webでの回答可） 令和４年７月～８月 50件 31件

＜子ども調査＞
 ヤングケアラーの認知度について、内容まで知っていると回答した子どもの割合は、全体で昨年度の15.3%から55.4%と大幅に増加。特に中高生の認知度が高い。情報源は、「学校」や「テレビ」が多い。
 自身をヤングケアラーとする子どもの割合は、全体で0.8%と昨年に比べ減少したものの、「わからない」との回答が増加。また、「わからない」と回答した子どもの中には、家族のことや自分のために使える

時間が少ないといった悩みや困りごとを抱えている子どもがおり、この子どもたちを「ヤングケアラー」と思われる子どもとすると、自身がヤングケアラーに「あてはまる」子どもとあわせて、全体で3.6％。
 中高生の半数以上が何らかの悩みや困りごとがあるものの、学校で大人に相談しているのは、３割程度にとどまっている。学校の大人のうち、相談しやすいとする割合は、学級担任が約５割、養護教諭が３

割前後。また、ヤングケアラー相談窓口の認知度は2割程度にとどまり、ほとんど利用されていない。相談したことがない理由としては、大半が「相談する必要がないから」としている一方で、「何を話してよ
いかわからない」「話をきいてくれるかわからない」「他の人に相談していることを知られたくない」といったように、相談することに対して何らかの不安を感じている子どもも全体の１割程度いる。特に自身
がヤングケアラーに「あてはまる」とする子どもや「ヤングケアラー」と思われる子どもは、相談することに対する不安を感じている割合が高くなっている。

 ヤングケアラーの子どもは、健康状態や日常生活の満足度が他の子どもに比べて全体的に低くなっている。

＜保護者調査＞
 「ヤングケアラー」の認知度は高く、内容まで知っていると回答した人は約８２％。
 家庭において「ヤングケアラー」と思われる子どもがいると回答した人は約1％、友人・知人やその子ども、子どものクラスメイト、近所の子どもに「ヤングケアラー」と思われる子どもがいると回答した人は約

6％。「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる家庭が求める支援は家事負担が軽減するサービスの充実や子どもの勉強のサポートをあげる人が多くなっている。
 「ヤングケアラー」と思われる子どもに気づいたときは、まず状況を聞き、学校へ相談すると回答した人が大半であるものの、ヤングケアラーの相談窓口の認知度は５割程度にとどまっている。

＜一般県民調査＞
 「ヤングケアラー」の認知度は内容まで知っていると回答した人が６～７割と高く、全国調査（令和４年１月実施）における一般国民の認知度の2割程度を大幅に上回っている。その情報源として、年代を問わ

ず多くの人は「テレビ」と回答しており、20～30代はWebサイトやSNSなども多い。
 身の回りに「ヤングケアラー」と思われる子どもがいるとするのは約3～6％と全国調査よりも若干高い。
 自身が参加する活動で「ヤングケアラー」と思われる子どもに関われることとして、「見守り・声掛け」、「話を聞く」、「関係機関へ相談する」との回答が多いが、ヤングケアラー相談窓口の認知度は２割程度。

＜支援者調査＞
 養護教諭や子どもの居場所運営事業者の「ヤングケアラー」への関わりは２割程度、支援ガイドラインを読んだことがある人は、いずれの職種でも半数以上であるが、アセスメントシートの活用は1割前後。
 養護教諭の６割は「保健室に常駐している」とし、スクールカウンセラーも６割が「予約以外に、当日希望者と面談をする」としている。
 学校での支援者や子どもの居場所運営事業者ともに、多職種が交流できる場の他、連携強化を求める声が多い。
 養護教諭やスクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーは、専門職としてやるべきこととして、子どものSOSを見逃さないといった思いが強い。

調査結果（各調査要旨）

※保護者調査の補足のため、個別インタビューを実施

※学校支援者、子どもの居場所支援者の回答者から参加者
を募り、多職種の方々でのワークショップを実施

【ヤングケアラーへの理解の更なる促進】
 子どもの「ヤングケアラー」の認知度が前年度に比べて大幅に増加するとともに、保護者や一般県民の認知度も高い。しかし、言葉のみ知っている人もまだまだ多いため、年齢などに応じてわかりやすい

ツールや媒体を通じて理解を深めていく必要がある。

【ヤングケアラーへの認識の強化と支援を求めやすい環境づくり】
 子ども自身が「ヤングケアラー」と認識をしている子どもは0.8％、「ヤングケアラー」と思われる子どもを含めると3.6%であるのに対し、保護者自身が家庭に「ヤングケアラー」と思われる子どもがいるとして

いるのは1.4％にとどまっており、保護者自身が自己認識に至っていない人が多いことや、子ども自身が「ヤングケアラー」であるということを言いづらい状況となっていることも考えられることから、子ども
や保護者がためらわずに言えたり、助けを求めらたりできる環境づくりが求められている。

【相談しやすい環境づくり】
 学校の大人への相談のしやすさでは、相談しやすいとする割合が、学級担任が５割、養護教諭は３割前後、カウンセラーは２割強であるのに対し、養護教諭は日中保健室に在室しているのは６割、カウンセ

ラーは予約なしでも面談をしているのは６割となっており、養護教諭やカウンセラーの相談を受けられる体制と相談する子ども側の意識にギャップがあり、相談のしやすい体制や環境づくりが望まれる。
 また、ヤングケアラーの相談窓口の認知度も低く、より積極的な広報活動が望まれる。

【ヤングケアラーを支える県民の活動の支援】
 保護者や一般県民は、身の回りに「ヤングケアラー」と思われる子どもがいた場合、見守りや声掛けなど、何らかの手助けをしたいと考えている人がおり、具体的な活動につなげられる支援が必要である。

【ヤングケアラーの支援者の研修体制の充実】
 養護教諭、子どもの居場所運営事業者では「ヤングケアラー」がいるとしているのは約2割にとどまる上、ガイドラインの活用状況も低く、連携支援強化に向けた研修体制の充実が求められている。

各調査を踏まえて見えてきた課題
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ヤングケアラーに関する実態調査結果（概要）

１ 子ども調査
・ヤングケアラーの認知度は令和３年度調査に比べて、「聞いたことがあり、内容も知っている」と回答した割合が55.4％と大幅に増加、小学生では3割程度で

あるが、 学年が上がるに連れて高くなっている

・ヤングケアラーを知った方法の上位３つは、「学校」、「テレビ」、「SNS」、そのうち、小学生は「テレビ」、中高生は「学校」が最も高い

・自身がヤングケアラーに「あてはまる」と回答した子どもの割合は0.8%と、令和3年度調査に比べて減少したが、「わからない」との回答が増加

◆ 調査対象、回収状況等

対象 有効回収数

全体 28,179

小学６年生 4,714

中学生 13,989

高校生（全日制） 8,769

高校生（定時制） 605

高校生（通信制） 24

令和４年９月 webにて回答
※全体には学年不明が含まれる。

(単位： 人)
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聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

■ ヤングケアラーの認知度

「ヤングケアラー」の言葉の認知状況

■ ヤングケアラーの自己認知の状況
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<自身がヤングケアラーにあてはまる> <わからない＞

全国調査(令和２年度）

ヤングケアラーに該当するか

「わからない」と回答した子どもの割合

中学生 12.5

高校生（全日制）16.3

高校生（定時制）26.6

高校生（通信制）16.9
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ヤングケアラーに「あてはまる」

と回答した子どもの割合

中学生 1.8

高校生（全日制）2.3

高校生（定時制）4.6

高校生（通信制）7.2

「ヤングケアラー」を知った方法（上位３つ）
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■ ヤングケアラーを知った方法

R3年度調査
聞いたことがあり、
内容も知っている

聞いたことはあるが、
よく知らない

全体 15.3 19.9

小学６年生 10.0 17.1

中学生 13.4 17.7

高校生（全日制） 20.1 23.9

高校生（定時制） 11.5 23.1

高校生（通信制） 25.8 17.7

(単位： %)

（参考）令和３年度調査「ヤングケアラー」の認知状況

2

※「全国調査」（令和２年度）は「令和２年度 子ど

も・子育て支援推進調査研究事業 ヤングケア

ラーの実態に関する調査研究 報告書」三菱

UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

中高生調査の結果（以下同様）



【相談のしやすさ（相談しやすいと回答した割合）】

【学校で大人に相談した割合】
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■ 学校の大人への相談状況■ 現在の悩んだり困っていること
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■ 相談窓口の利用状況
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「24時間電話相談窓口」

「相談支援センター」

・現在悩んだり困っていることとして、上位３つにあがっているのは、「特にない」を除き、「勉強のこと」、「将来の夢や進路のこと」、「友人との関係のこと」

・学校で大人への相談したことのある人は３割前後、養護教諭やカウンセラーと比べ、学級担任を相談しやすいとする子どもが多く、その割合は４～５割

・相談窓口について、24時間電話相談窓口、相談支援センターともに、認知度は2割程度、相談したことがあるのは１％未満とほとんどない

（上位３つを掲載）



本県における「ヤングケアラー」の捉え方
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（自身がヤングケアラーか「わからない」のうち「家族とのことでの悩み

や困りごとのある」人）

■ 現在抱えている悩みや困りごと

、

・ヤングケアラーの実態をより詳細に把握するため、自身がヤングケラーとする子どもに加え、

ヤングケアラーに該当するか「わからない」と回答した子どもについて、現在抱えている悩み

や困りごとの状況から、「ヤングケアラー」と思われる子どもとして分析を実施。

自身がヤングケアラーに「あてはまる」とする子どもの割合は0.8％

「ヤングケアラー」と思われる子どもの割合は2.8％

・自身がヤングケアラーに「あてはまる」とする子どもや「ヤングケアラー」と思われる子どもは、

ヤングケアラーでない子どもに比べ、家族のことで悩んでいる割合が高い

子ども調査より、「ヤングケアラー」の自己認識、
現在抱えている悩みや困りごとから把握
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全
体

ヤングケアラー 19.4 46.8 42.2 15.6 6.3 7.6 11.4 18.1 13.9 12.2 11.8 29.1

ヤングケアラーと
思われる子ども 38.8 64.2 60.9 21.4 7.2 11.5 13.3 50.5 38.5 16.0 35.9 1.4

ヤングケアラーで
はない 13.8 39.7 35.4 9.3 1.2 1.8 1.7 3.4 2.6 0.7 2.9 41.5

小
学
生

ヤングケアラー 29.1 41.8 29.1 12.7 5.5 7.3 9.1 16.4 10.9 12.7 12.7 29.1

ヤングケアラーと思

われる子ども
38.4 43.8 45.9 13.7 5.5 8.2 12.3 58.2 40.4 16.4 31.5 2.7

ヤングケアラーで
はない 14.8 17.2 19.2 4.3 1.7 0.8 1.2 3.4 2.5 0.7 1.9 60.2

中
学
生

ヤングケアラー 19.5 52.5 43.2 15.3 6.8 5.9 9.3 16.9 11.9 10.2 11.0 30.5

ヤングケアラーと
思われる子ども 45.0 74.9 65.8 20.4 9.8 8.0 12.8 53.3 41.5 17.3 31.9 0.8

ヤングケアラーで
はない 15.3 44.3 34.2 9.2 1.5 1.1 1.4 3.6 2.7 0.7 2.5 40.1

高
校
生
（全
日
制
）

ヤングケアラー 7.7 42.3 46.2 17.3 3.8 9.6 15.4 19.2 19.2 13.5 11.5 28.8

ヤングケアラーと
思われる子ども 27.4 60.2 62.7 30.8 4.0 16.9 13.9 39.3 34.3 12.9 44.3 1.5

ヤングケアラーで
はない 11.1 44.6 45.1 12.1 0.6 3.1 2.1 3.1 2.5 0.6 4.0 33.9

高
校
生
（定
時
制
）

ヤングケアラー 30.0 30.0 80.0 30.0 20.0 20.0 20.0 40.0 30.0 20.0 20.0 10.0

ヤングケアラーと
思われる子ども 43.3 46.7 60.0 13.3 3.3 36.7 23.3 53.3 23.3 20.0 50.0 3.3

ヤングケアラーで
はない 11.7 34.5 45.1 6.4 0.7 4.9 4.2 4.2 3.1 1.6 2.9 38.9

高
校
生
（通
信
制
）

ヤングケアラー 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

ヤングケアラーと
思われる子ども 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

ヤングケアラーで
はない 27.8 44.4 66.7 16.7 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 16.7 27.8

4

■ ヤングケアラーや「ヤングケアラー」と思われる

子どもの割合



■ ヤングケアラー、「ヤングケアラー」と思われる子ども別

生活満足度（１０点をとても満足としたときの平均点）

6.29 

5.02 

7.42 

6.13 

5.14 

7.94 

6.57 

5.08 

7.59 

6.18 

4.96 

6.94 

4.56 

4.30 

6.64 

5.50 

3.50 

7.00 

0点 2点 4点 6点 8点 10点

【子ども全体】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【小学６年生】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【中学生】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【高校生（全日制）】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【高校生（定時制）】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【高校生（通信制）】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

■ ヤングケアラー、「ヤングケアラー」と思われる子ども別

自身の健康

11.8 

16.0 

2.8 

5.5 

11.6 

2.4 

12.7 

15.3 

2.8 

13.5 

18.9 

2.9 

30.0 

30.0 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

2.2 

0.4 

1.8 

1.4 

0.4 

1.7 

2.3 

0.4 

1.9 

2.0 

0.4 

30.0 

6.7 

0.7 

0.0 

0.0 

5.6 

0% 20% 40% 60%

【子ども全体】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【小学６年生】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【中学生】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【高校生（全日制）】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【高校生（定時制）】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

【高校生（通信制）】

ヤングケアラー

ヤングケアラーと思われる子ども

ヤングケアラーではない

あまりよくない よくない

・自身がヤングケアラーに「あてはまる」とする子どもや「ヤングケアラー」と思われる子どもは、ヤングケアラーでない子どもに比べ、自身の健康状態を

「あまりよくない」、「よくない」とする割合が高い

・自身がヤングケアラーに「あてはまる」とする子どもや「ヤングケアラー」と思われる子どもは、ヤングケアラーでない子どもに比べ、生活の満足度が低い

5



・ヤングケアラーに関する啓発カードや動画の認知度は３割強、動画を見たことがあると回答した子どもの８割程度が、「わかりやすい」と回答

・ヤングケアラーを助けるために必要なこと、助けてほしいことについては、安心して話せる場や相談できる場に関する意見が多く、その他、自分の時間が持

てる場所や学習支援などがあげられている。また、それぞれが深く理解し、行動するといった意見も聞かれた

■ ヤングケアラーを助けるため必要なこと、助けてほしいこと（自由意見）

項目
自身がヤングケアラーに「あてはまる」

子ども

「ヤングケアラー」と思われる

子ども

ヤングケアラーに

あてはまらない

話せる場・

人

相談でき

る場

・母が精神病で意味のわからないことを毎日聞い

てくるため、ストレスだが、話せる場がない。学校

で話せる場があれば楽になると思う

・大きなショッピングモールなどで話を聞いてあげ

る相談会を開けばよい

・交流会など

・親の病気で困っている人の体験談や、アドバイス

をもらいたい

・学校でヤングケアラー専門の相談ができるとこ

ろが欲しい

・少しでも不安や心配事の話しを聞

く

・相談しやすい環境を作る

・相談窓口を増やす、相談しやすい

環境をつくる

・話を聞いてあげる、その人

の相談相手になる

・ヤングケアラーの本人が周

りに状況を説明し協力を

求めることで自分の時間

を作ることが必要

生活支援

・家族のことやいろいろな事を助けてほしい

・家事を手伝ってほしい

・日替わりで市の職員が助けに行く ・ヤングケアラーの人の家を

訪問する人、毎月必要なも

のを届けるシステム

経済的支

援

・部活の道具が買ってもらえない

・補助金

・市で家庭への支援金を用意する

・家庭のお金の支援

・家族で一定以上の収入があると、

国（県や市） が出してくれる費用が

少なくなるので、収入が関係ないよ

うにしてほしい

・ヤングケアラーの家庭への

給付金制度を作る

安心でき

る・自分の

時間がも

てる場所、

学習支援

・もっと自分の時間がほしい

・家事をしたりしている分を褒めてもらいたい

・寄り添ってほしい

・授業についていけない、友達と遊ぶ時間がない

・授業中寝てしまったり勉強の理解があまりでき

ていない

・睡眠が取れない、勉強に追いつけ

ない

・施設に預ける環境の良い場所を

提供することにより、少しでもメン

タル面で楽になる

・その人に寄り添ったり、自

由になれる場所や勉強がで

きる環境

啓発

・あまり触れない ・周りの人にヤングケアラーのこと

について理解を深めてもらう

・ヤングケアラーの大変さをもっと

世の中に広める

・あまり可哀想だと思われ

たくないと聞いたことかあ

るので、特別視しないこと

も大切

・1人1人がヤングケアラー

について理解し、理解を

持った上で行動を取る

■ 啓発動画の認知度等

31.0

36.8

34.8

22.6

19.2

25.0

6.7

5.9

6.6

7.3

4.6

16.7

0% 10% 20% 30% 40%

全体

小学６年生

中学生

高校生

（全日制）

高校生

（定時制）

高校生

（通信制）

カードを見たことがある YouTubeで動画を見たことがある

6

78.8

78.4

79.7

78.6

50.0

75.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体

小学６年生

中学生

高校生

（全日制）

高校生

（定時制）

高校生

（通信制）

ヤングケアラー啓発カードや啓発動画「山梨コネクト

ヤングケアラー」の認知状況

啓発動画「山梨コネクトヤングケアラー」のわかりやすさ

(わかりやすいと回答した割合）



ヤングケアラーに関する実態調査結果（概要）

7

２ 保護者調査

◆ 調査対象、回収状況等

対象 有効回収数

保護者（合計） 2,760

中北 1,354

峡東 674

峡南 285

富士・東部 431

令和４年７～１０月 webにて回答

■ ヤングケアラーの認知度

(単位：人)

・保護者のヤングケアラーの認知度は、8割を超えており、大半はヤングケアラーのことを認知

・家庭に「ヤングケアラー」と思われる子どもがいるとするのは１．４％

・ヤングケアラーやその家庭に対する必要な支援や求める環境として、「公的サービスの充実」、「子どもの勉強のサポート」が上位にあがっている

81.8

82.7

82.0

80.0

80.0

13.9

13.4

13.8

14.0

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、内容はよく知らない

■ ヤングケアラーや家庭に対する必要な支援や

求める環境

46.2

43.6

35.9

35.9

35.9

0% 20% 40% 60%

公的サービスが現行より充実すること

学校の勉強や受験勉強など、サポート

してくれる場があること

子どもが日常的に担っている家事や家

族のお世話などを気軽に外部にお願い

できること

困ったときに必要な医療・福祉サービ

スを利用できること

家族に寄り添って支援をしてくれる人

がいること

いる, 

11.6%

いない, 

88.2%

無回答, 

2.5%

■ 「ヤングケアラー」と思われる子ども

日常的に「お世話」が必要な家族の有無

いる, 

12.2%

いない, 

87.5%

無回答, 

3.1%

家庭内の「本来大人が担うと想定される家事、
家族の世話等を日常的に行っている子ども」の
有無

「ヤングケアラー」と思われる子ども
お世話が必要な家族がいる家庭「11.6%」のうち「12.2％」
11.6%×12.2％＝1.4%

（上位５つを掲載）



【PTA活動】 【地域活動】

30.5

27.8

35.2

35.1

29.2

8.3

7.0

12.2

7.4

7.2

7.1

6.1

8.0

6.3

9.0

53.5

57.8

45.7

47.0

56.1

0% 20% 40% 60% 80%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

役員として参加した 運動会等の学校行事担当として参加した

清掃活動担当として参加した 参加していない

48.3

50.7

48.7

54.0 

35.7

15.5

13.2

26.3

14.0 

7.4

6.1

6.1

7.0

4.9

4.6

39.7

39.8

33.2

35.4

53.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

自治会・町内会活動 子ども会の活動

防犯・見守り活動 参加しているものはいない

■ ＰTＡ活動の参加状況、地域活動の参加状況

・保護者で、何らかのＰＴＡ活動に参加しているのは半数弱で、役員としての参加が多い

・保護者で、何らかの地域活動に参加しているのは６割程度で、そのうち、自治会・町内会活動への参加が半数弱

・保護者へのインタビューでは、保護者（PTA）として、ヤングケアラーに支援できることや、やりたいこととして、「子どもや家庭と地域がゆるやかな接点を持

つ」、「声を掛け合う関係づくり」などがあげられている

8

・地域で気軽に声を掛け合う関係づくりが大切。

・行政に支援を依頼する以前に、地域で自分たちが気づくことが大切。

■ 保護者（PTA）としてヤングケアラーへ支援できること・したいこと（自由意見）



9

・周囲に「ヤングケアラー」と思われる子どもがいるとする人は６％

・「ヤングケアラー」と思われる子どもに気付いた際の対応として、「様子を聞く」、「関係機関に相談する」、「家族や知人等に相談する」が多い

・相談する先としては学校の先生が最も多く、県の相談窓口の認知度は24時間電話相談窓口、相談支援センターともに半数程度で、その利用状況はごくわずか

■ ヤングケアラーと思われる子どもに

気付いた際の対応

52.7

52.4

55.2

51.9

50.3

36.6

37.2

37.1

38.6

33.2

34.2

33.7

33.1

38.2

35.3

0% 20% 40% 60% 80%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

自分の子どもにその子ども（クラスメイトなど）の様子を聞く

関係機関に相談する

家族、知人、友人に相談する

■ ヤングケアラーと思われる子どもについて

相談する機関

61.5

57.5

62.0

73.6

65.7

54.4

54.8

53.6

50.9

57.3

34.1

36.7

31.6

27.3

34.3

0% 20% 40% 60% 80%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

子どもの担任の先生や学年主任の先生

市役所・町村役場

ヤングケアラーに関する24時間電話相談

■ 周囲のヤングケアラーの状況

6.0

6.9

4.2

4.2

7.7

0% 2% 4% 6% 8% 10%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

「周りに「ヤングケアラー」と思われる子どもに

気づいたことがある割合」

■ 相談窓口の認知度

「24時間電話相談窓口」

0.1

0.1

0.0

0.4

0.0

50.0

50.9

50.4

48.1

48.0

0% 20% 40% 60%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

知っていて、利用したことがある 聞いたことがあるが、利用したことはない

「相談支援センター」

3.0

2.7

4.5

2.5

2.1

56.1

54.7

60.1

57.5

54.3

0% 20% 40% 60%

保護者（合計）

中北

峡東

峡南

富士・東部

知っていて、利用したことがある 聞いたことがあるが、利用したことはない

（上位３つを掲載） （上位３つを掲載）



ヤングケアラーに関する実態調査結果（概要）

３ 一般県民調査/県政モニター調査

◆ 調査対象、回収状況等

対象
有効回収数

一般 県政

全体 840 324

20代 108 46

30代 114 42

40代 150 49

50代 160 55

60代以上 308 130

令和４年８～9月web等で回答

■ ヤングケアラーの認知度、情報入手の経路

(単位： 人)

「ヤングケアラー」を知った方法（上位４つを掲載）

・一般県民のヤングケアラーの認知度は6～７割程度と、全国と比較し大幅に高く、大半は「ヤングケアラー」を認知

・情報源として、年代を問わず8割程度が「テレビ」で知ったと回答しており、全国と同様の傾向

70.8

65.1

76.3

80.5

82.1

62.2

22.7

25.9

23.7

12.7

11.9

29.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

聞いたことはあるが、よく知らない

83.0

71.1

82.4

83.6

89.7

84.0

43.1

16.8

23.7

29.4

42.9

63.9

15.1

17.7

16.7

23.8

12.7

11.4

10.8

22.9

26.6

13.9

3.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

テレビ

新聞

webサイト

SNS

「ヤングケアラー」の認知度

86.7

79.1

79.1

89.2

83.9

92.0

38.6

19.7

25.6

31.1

46.6

48.9

18.0

14.2

37.0

23.3

15.1

11.4

8.3

20.6

15.7

8.1

6.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

<一般県民調査＞ <県政モニター調査＞

<一般県民調査＞ <県政モニター調査＞

58.5

51.8

56.0

62.3

57.9

60.3

24.8

25.6

27.0

22.9

23.1

25.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

聞いたことがあり、内容も知っている

一般国民調査（令和３年度）

聞いたことがあり、内容も知っている

22.3%

一般国民調査（令和３年度）

テレビ 82.4%

新聞 32.5%

Webサイト 14.8%

SNS 5.4%

10

※「一般国民調査」（令和3年度）は「令和3年度

子ども・子育て支援推進調査研究事業 ヤング

ケアラーの実態に関する調査研究 報告書」株

式会社日本総合研究所の結果（以下同様）

※一般県民調査、県政モニター調査の集計方法

いずれの調査もサンプリングによる調査のため、

回答者の属性ごとの回収割合は母集団の人口構

成と異なる。

そのため、県民の意見を適切に反映できるよう、

回答者の属性ごとの回収割合を母集団の人口の

構成比にあわせて重みづけをして集計を行って

いる。



■ 現在参加している地域活動や市民活動と、ヤングケアラーとの関わりや今後の意向（一般県民調査）

11

・現在参加している活動で、ヤングケアラーと何らかの関わりがあるとするのは約３割で、そのうちの多くが自治会・町内会活動

・現在参加している活動において、今後のヤングケアラーに対する関わり方として、「見守り・声かけ」、「ヤングケアラーと思われる子どもがいた時に

関係機関や相談窓口に相談する」、「子どもの話を聞く・相談にのる」をあげる人が多い

17.9 

1.9 

4.1 

1.1 

4.5 

1.1 

4.3 

72.0 

25.6 

3.1 

5.8 

1.9 

4.7 

0.8 

5.4 

61.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治会・町内会活動

民生委員・児童委員の活動

防犯・見守り活動

青少年団体の指導・育成活動

子ども会の活動

外国人支援団体等の活動

団体等に属さないボランティア活動等

なし

現在参加している活動で、ヤングケアラーとの関わりがあるもの

現在参加している活動で、今後、ヤングケアラーの支援として関われるもの

54.4

55.7

51.2

32.2

20.8

19.9

15.8

0% 20% 40% 60%

ヤングケアラーと思われる子どもがいた時

に、関係機関や相談窓口に相談する

見守り・声かけ

子どもの話を聞く・相談にのる

子どもの居場所をつくる・

居場所づくりを手伝う

学習サポート

家事等のボランティア

啓発促進用のパンフレットや

カードを子どもに配布

今後、参加している活動の中で、ヤングケアラー支援のためにできること現在参加している活動のうち、ヤングケアラーと関わりのある活動、今後、

ヤングケアラーの支援として関われる活動



0.9

0.0

0.0

0.0

5.3

0.0

1.8

0.0

4.0

1.7

1.5

2.0

0% 5% 10% 15% 20%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

友人・知人や、その子ども、子どもの

クラスメイト、近所の子どもで

■ 身の回りで「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる割合 ■ ヤングケアラーと思われる子どもに気付いた際の対応

37.1

42.2

37.4

37.1

49.9

40.2

35.1

39.9

28.3

31.6

30.0

35.9

28.5

26.0

25.2

0% 20% 40% 60%

20代

30代

40代

50代

60代以上

関係機関に相談する

家族、知人、友人に相談する

35.9

39.7

48.7

50.3

53.4

38.0

43.7

46.0

45.8

39.9

34.1

36.8

28.2

27.9

34.6

0% 20% 40% 60%

本人に様子を聞く

3.3

6.7

5.0

1.6

1.9

3.2

6.4

12.8

12.2

2.8

2.8

5.5

0% 5% 10% 15% 20%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

家族・親族で

<一般県民調査＞ <県政モニター調査＞ <一般県民調査＞ <県政モニター調査＞

一般国民調査

（令和３年度）

家族・親族 1.8％

近所等 2.0％

一般国民調査（令和３年度）

関係機関に相談する 22.1％

本人に様子を聞く

23.3％

家族、知人、友人に相談する

17.1％

■ ヤングケアラーと思われる子どもに必要だと思う支援

・身の回りで「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる割合は3～６％程度と、全国より若干高いがほぼ同程度

・「ヤングケアラー」と思われる子どもに気付いた際の対応としては、「本人に様子を聞く」、「関係機関に相談する」割合が高く、いづれも全国より高い

・「ヤングケアラー」と思われる子どもに必要だと思う支援の上位３つは、「気軽に相談できる窓口」や「ヤングケアラーの正しい理解」、「日常的に使えるサービス

の充実」となっている

73.2 

81.8 

76.5 

71.6 

77.7 

67.4 

70.5 

69.2 

79.5 

68.5 

60.0 

73.0 

57.0 

56.9 

62.5 

62.5 

54.2 

54.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以

上

ヤングケアラーについて周囲が正しく理解する

57.0

55.5

56.2

60.1

62.6

53.5

54.6

52.9

64.4

57.3

52.5

51.3

45.2

32.1

43.6

39.4

47.6

51.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以

上

いつでも気軽に相談できる窓口がある

子どもの日常の生活を支える場所やサービス（学童・子ども

食堂・子どもの居場所など）がある

<一般県民調査＞ <県政モニター調査＞

12

（上位３つを掲載）



0.7 

0.0 

0.9 

0.0 

1.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.0 

20.3 

18.9 

25.8 

15.5 

17.2 

16.7 

22.7 

15.4 

12.7 

21.8 

22.2 

20.2 

0% 10% 20% 30%

知っているが、相談したことはない

■ 相談窓口の認知度

「24時間電話相談窓口」

■ 啓発動画の認知度
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・相談窓口を知っている人は２割程度、相談したことがある人は１％未満

・ヤングケアラーに関する啓発動画を見たことがある人は4.8％

「相談支援センター」

0.5 

0.0 

1.5 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.4 

0.0 

15.5 

21.1 

18.1 

12.7 

12.0 

21.9 

15.8 

23.9 

10.3 

21.1 

18.3 

22.0 

0% 10% 20% 30%

全体（一般）

（県政）

20代（一般）

（県政）

30代（一般）

（県政）

40代（一般）

（県政）

50代（一般）

（県政）

60代以上（一般）

（県政）

知っており、相談したことがある

4.8 

6.0 

7.5 

3.7 

2.3 

5.3 

1.5 

4.5 

2.0 

0.0 

2.2 

0.7 

0% 10% 20%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

一般県民調査 県政モニター調査

啓発動画「山梨コネクトヤングケアラー」をみたことがある割合



ヤングケアラーに関する実態調査結果（概要版）

14

４ 支援者（スクールソーシャルワーカー・スクールカウンセラー・養護教諭・
子どもの居場所運営事業者）

◆ 調査対象、回収状況等

対象 有効回収数

スクールソーシャルワーカー 8

スクールカウンセラー 34

養護教諭 226

子どもの居場所運営事業者 31

令和４年７～８月 webにて回答

■ 「ヤングケアラー支援ガイドライン」について

(単位：人)

■ ヤングケアラーの状況

・「ヤングケアラー」と思われる子どもがいるとするのは、養護教諭や子どもの居場所運営事業者で20％前後、スクールカウンセラーで約44％

・「ヤングケアラー支援ガイドライン」を読んだことのある人は半数以上であるが、「ヤングケアラー」の早期発見のためのアセスメントシートの活用は1割前後

62.5 

44.1 

19.0 

22.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スクールソーシャルワーカー

スクールカウンセラー

養護教諭

子どもの居場所

ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」割合

「読んだことがある割合」

87.5

61.8

55.8

61.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スクールソーシャルワーカー

スクールカウンセラー

養護教諭

子どもの居場所

14.3

9.5

7.1

15.8 

85.7

85.7

91.3

84.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スクールソーシャル

ワーカー

スクールカウンセ

ラー

養護教諭

子どもの居場所

活用している 活用していない

「ヤングケアラー」の早期発見のためのアセスメントシートの活用状況



25.0 

14.7 

6.6 

32.3 

0% 20% 40%

スクールソーシャルワーカー

スクールカウンセラー

養護教諭

子どもの居場所

・養護教諭は「保健室には常時在室している」のは約６割、スクールカウンセラーの子どもの面談体制は「当日希望者とも面談」が約６割

・ヤングケアラーに関する啓発動画を見たことがあるのは、子どもの居場所運営事業者で約３割と一般県民と比較し高いが、養護教諭は１割未満

■ 養護教諭の保健室での在室状況

60.2 

35.0 

4.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

保健室には養護教諭が

常時在室している

養護教諭は多くの時間、

保健室にいるが、不在に

している時間もある

養護教諭は多くの時間、

職員室におり、必要に応じて

保健室に行く

その他

■ スクールカウンセラーの子どもの面談体制

2.9 

35.3 

61.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

すべて事前予約が必要

事前予約が基本だが、緊急時の

飛び込みでの相談には対応

事前予約に加え、当日希望者と

も面談する

事前予約は不要で、当日希望者

と面談する

15

■ 啓発動画の認知度

啓発動画「山梨コネクトヤングケアラー」をみたことがある割合



＜ヤングケアラーの早期発見に向けて＞

〇こんな子どもがいたら早く気づく

忘れ物が多い、宿題をしない、発達に特性がある、行動が落ち着かない、

きょうだいに障害がある、発達に特性がある、親に病気がある（特に精神疾患） 、

外国籍、母子家庭、特に母に疾患がある、不登校や不登校の経験がある、

遅刻・早退が多い 等

〇発見や連携にあたっての課題

・家族全体のアセスメントが必要である

・保護者が拒否する場合、家庭に踏み込むのが難しい

・学校がSSWとの連携の必要性の理解やSSWの活用を進めてほしい。

・福祉との関係づくりを深める

＜ヤングケアラーを地域で支えていくために＞

○周知・理解の促進

・学校などを通じての子ども達への理解の促進、市町村での広報・講演会の実施、

ヤングケアラーのポジティブなイメージを伝える

○連携の強化

・事例等を通じた研修の充実、行政・学校・地域の連携の深度化

○ヤングケアラーの支援策の充実

・相談体制の充実：子どもの困りごとを聞ける場の充実、相談先の周知

・地域ごとの自由な居場所づくり：子どもにとって居心地のよい場づくり（世代を超えた

交流の場）、子ども達の楽しみにつながる場、きょうだ

いを連れてこられる場

○地域で支える支援体制の充実

・地域全体で子育てをする、専門人材の育成、保護者の会社のフォロー

■ 県内の支援者ワークショップで出された主な意見

ヤングケアラー支援者ワークショップ(WS)の概要

・支援者調査（子どもの居場所運営事業者、SSW、SC、養護教諭）の回答者から

WSの参加希望を募り、多職種でのグループワークを通じて意見交換を実施

・実施日 令和４年８月19日 山梨学院短期大学 サザンタワー

・グループワーク参加者 24名

〇やるべきこと、やりたいこと

子どものSOSを見逃さない、子どもの居心地のよい場所をつくる、家庭との関係性を

つくる、関係機関につなぐ、食事や支援の提供

〇学校、スクールソーシャルワーカー(SSW)、スクールカウンセラー(SC)と

連携したいこと

情報共有、連携、子どもが悩みを話しやすい環境づくり

〇行政やサービス事業所等に期待すること

状況の把握・情報共有、必要な資源の把握・連携、当事者が話しやすい環境づくり、

地域での支援体制づくり、相談窓口の明確化

■ 子どもの居場所運営事業者として支援したいこと等

〇役割としてすべきこと、したいこと

養護教諭：子どものSOSを見逃さない、相談しやすい環境づくり、子どものメンタル

ケア、ヤングケアラーの周知

SSW：適切なアセスメント、丁寧な支援、学校との関係づくり

SC：相談しやすい環境づくり、ヤングケアラーの可能性のある子どもを見逃さない、

子どもの心のケア

〇学校全体として取り組むべきこと

養護教諭：子どもを見守る体制づくり、校内での情報共有、SC・SSWとの連携、

ヤングケアラーの周知

SSW：早期発見・早期の相談、外部との積極的な連携

SC：子どもの見守り、情報共有、外部との積極的な連携、予防的カウンセリング

〇行政に期待すること

ヤングケアラーの研修、情報発信

家庭への介入・支援、子どもが相談できる体制・居場所づくり

支援サービスの充実・新たなサービス支援

行政による支援のコーディネート、支援に関する相談・アドバイス

専門職の増員、多職種の連携強化

■ 学校支援者として支援したいこと等（養護教諭、SSW、SC）
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17

・ヤングケアラーの認知度について、子どもは昨年度に比べて半数程度と大幅に増加。また、保護者、一般県民ともに７～８割程度と高くなっている

・「ヤングケアラー」として自己認知している子どもと、家族の悩み等を考慮した「ヤングケアラー」と思われる子どもの割合の合計は3.6％

・保護者で家庭に「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる割合は1.4％

・自己認知している「ヤングケアラー」の割合や、家庭で保護者が認知している「ヤングケアラー」と思われる子どもの割合は、実際にヤングケアラーの範

囲にあてはまる子どもの割合に比べて低い

・保護者や一般県民では身の周りに「ヤングケアラー」と思われる子どもがいるとするのは約6％

■ ヤングケアラーの認知度

55.4

15.3

34.0

10.0

56.7

13.4

65.0

20.1

56.0

11.5

41.7

25.8

81.8

58.5

70.8

30.4

19.9

32.0

17.1

31.0

17.7

28.5

23.9

33.6

23.1

29.2

17.7

13.9

24.8

22.7

13.7

63.8

33.5

72.0

12.0

67.9

5.9

55.0

8.6

65.2

20.8

54.8

4.2

16.7

6.5

0.5

1.0

0.5

0.8

0.3

1.1

0.6

0.9

1.8

0.2

8.3

1.6

0.1

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども全体（R4）

（R3）

小学６年生（R4）

（R3）

中学生（R4）

（R3）

高校生（全日制）（R4）

（R3）

高校生（定時制）（R4）

（R3）

高校生（通信制）（R4）

（R3）

保護者（R4）

一般県民（R4）

一般県民（県政モニター）（R4）

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

言葉を聞いたことがない 無回答

■ 家庭や身の回りで「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる割合

1.4 

6.0 

0% 5% 10%

家庭や家族・親族

友人・知人やその子ども、

子どものクラスメイト、近所の子ども

５ 実態調査等全体のまとめ
ヤングケアラーに関する実態調査結果（概要）

■ 「ヤングケアラー」、家族の悩み等を考慮した「ヤングケアラー」と思われる子ども

0.8

1.2

0.8

0.6

1.7

8.3

2.8

3.1

2.8

2.3

5.0 

8.3

0％ 5％ 10％ 15％ 20％

子ども全体

小学６年生

中学生

高校（全日制）

高校（定時制）

高校（通信制）

ヤングケアラー

「ヤングケアラー」

と思われる子ども

3.3 

6.4 

0% 5% 10%

家庭や家族・親族

友人・知人やその子ども、

子どものクラスメイト、近所の子ども

保護者調査

一般県民調査

実際にヤングケアラーの範囲にあてはまる子ども

ヤングケアラー＋ヤングケアラーと思われる子ども
3.6%



■ 養護教諭の保健室での在室状況■ 子どもの学校の大人への相談状況

【相談のしやすさ（相談しやすいと回答）】

【学校で大人に相談したことがある割合】

30.2

26.9

30.3

31.5

36.7

33.3

0% 20% 40%

全体

小学６年生

中学生

高校生

（全日制）

高校生

（定時制）

高校生

（通信制）

47.4

45.9

47.0

49.2

45.3

41.7

27.0

35.8

30.0

18.2

17.7

12.5

20.3

20.6

25.8

11.8

12.4

12.5

0% 20% 40% 60%

全体

小学６年生

中学生

高校生

（全日制）

高校生

（定時制）

高校生

（通信制）

担任の先生 養護教諭 カウンセラー

60.2 

35.0 

4.4 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

保健室には養護教諭が

常時在室している

養護教諭は多くの時間、

保健室にいるが、不在に

している時間もある

養護教諭は多くの時間、

職員室におり、必要に応じて

保健室に行く

その他

■ スクールカウンセラーの子どもの面談体制

2.9 

35.3 

61.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

すべて事前予約が必要

事前予約が基本だが、緊急時の

飛び込みでの相談には対応

事前予約に加え、当日希望者と

も面談する

事前予約は不要で、当日希望者

と面談する

・子どもが学校の大人に相談したことがあるのは約３割。相談のしやすさとして、「学級担任」が約５割と高い。一方で、養護教諭やスクールカウンセ

ラーは、いづれも6割程度が、常時在室や当日希望者の面談を対応可能と回答しており、子どもが回答した学校における相談しやすさと、養護教諭や

スクールカウンセラーの相談体制に乖離が生じている

18



■ 相談窓口の認知度

19

・相談窓口の認知度は、子ども、一般県民とも約２割程度にとどまる

・啓発動画「山梨コネクトヤングケアラー」の認知度は、子ども約７％程度、支援者でも３割にとどまるが、わかりやすさでは８割弱が「わかりやすい」と回答
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■ 「ヤングケアラー」の認知度は進むが、正しく理解・周知の促進が必要

■ 子どもが安心して相談できる体制の充実

・全体で過半数を超える児童生徒が「ヤングケアラー」を知っており、言葉の意味を理解しているものの、内容についてよく知らないとする子どもや「ヤングケアラー」について聞い

たことのない子どもも半数程度おり、特に、小学６年生は他の学年に比べて、認知度が低くなっている。 情報源として、「テレビ」の次に「学校」で知ったとする子どもが多く、学校で

の授業などを通じて、「ヤングケアラー」の周知が進んでいることが伺える。

・子どもの自由意見に多くあげられているように、「ヤングケアラーへの理解を広める」、「ヤングケアラーは決して悪いことではないと、ヤングケアラーという言葉を広めるときに一

緒に伝える」、「1人1人がヤングケアラーについて理解し、理解を持った上で行動を取る」など、「ヤングケアラー」に対して、偏見のないよう、正しく理解を深めていくことが重要であ

る。特に小学生には、ヤングケアラーの理解が進むよう、わかりやすい啓発が必要である。

・一方、一般県民の６～７割、保護者の大半が「ヤングケアラー」について、内容も知っているとしている。情報源として、一般県民の大半が「テレビ」をあげているが、20代や30代は

webサイトやSNSも他に比べて多く、さまざまな媒体を通じた周知の工夫が求められる。

・また、子ども調査では自身がヤングケラーに「あてはまる」と回答した子どもは０．８％いるが、昨年度に比べて減少。一方で、わからないとする子どもも15.7％おり、昨年度に比

べて増加。わからないとする子どもの中には、「家族のことや自分の時間が少ないこと」で悩んでいる子どもがおり、そのような子どもを「ヤングケアラー」と思われる子どもとす

ると2.8％で、実際にヤングケアラーの範囲にあてはまる子どもの割合は全体で３．６％。保護者では、家庭内にヤングケアラーと思われる子どもがいると回答した割合が１．４％程

度であり、実際にヤングケアラーの範囲にあてはまる子どもの割合と比べて低い。

・このため、自身のことを「ヤングケアラー」と言ってよいか、迷ったり、知られたくない子どもの存在や、保護者自身が認識に至っていない人もいることに考慮する中で、子どもや

保護者がためらわずに言えたり、助けを求めらたりできるよう、ヤングケアラーに対する正しい理解・周知の促進が必要である。

・ヤングケアラーに限らず、子どもたちが、学校で大人へ相談したことがあるのは、３割程度。また、学級担任に相談しやすいと回答した子どもが半数程度と最も高いが、専門職の養

護教諭やスクールカウンセラーの6割程度が常時相談できる体制を確保している面と比べ、相談のしやすさとの間に乖離が見られ、子どもが相談しやすい体制づくりが求められて

いる。

・「電話相談窓口」や「相談支援センター」に相談したことがあるのは0.1～0.4％にとどまり、相談したことのない理由として、大半が「相談する必要がない」としているものの、「相談

していることを周りに知られたくない」や「話を聞いてもらえるか不安」といったことをあげる子どももおり、安心して相談できるということを知らせていく必要がある。

■ 地域活動やPTAでのヤングケアラーへの関わりは少ないが、今後関わりたいとする人の支援の輪を拡げ、子どもが安心感を得られるように

・保護者は、半数がＰＴＡ活動に、６割が何らかの地域活動に参加している。地域活動では、自治会・町内会活動や子ども会の活動が多くなっている。

・一般県民が現在ヤングケアラーとの関わりのある活動は３割弱であるが、今後のヤングケアラーに対する関わり方については、見守り・声かけ、子どもの話を聞く、相談窓口につな

げる、子どもにとって身近な地域での日常的な支えをあげており、こうした取組みの拡がりを通じ、子どもが身近で相談しやすい安心感を地域で育てることが必要である。

■ ヤングケアラー・家庭に寄り添った支援の充実

・ヤングケアラーがいるとする保護者が求める支援として、公的サービスの充実や子どもの勉強などのサポートなどがあり、それぞれの希望に沿った支援の充実が求められている。

・ヤングケアラーの支援は、ケアを必要とする人、子ども本人、家族などさまざまな人への支援が必要であり、多職種が連携を図りながら進めていくことが重要である。

■ ヤングケアラーに関する啓発活動の充実

・啓発動画「山梨コネクトヤングケアラー」を見たことのあるのは子どもは約７％程度、支援者でも３割にとどまるが、視聴した人の８割が「わかりやすい」と評価していることから、多

くの人に視聴してもらうことが必要である。

・また、ヤングケアラーへの相談窓口の認知度が高くない状況にあり、多くの人に知ってもらうなど、様々なヤングケアラーへの啓発活動の充実が求められている。 20

アンケート調査結果からの課題

■ 支援者の人材育成・連携支援体制の強化

・支援者のヤングケアラーとの関わりが２割程度にとどまっており、支援ガイドラインの活用状況も低いことから、ヤングケアラーの発見・支援の充実に向けて研修の充実等の人材育

成の強化が求められる。

・また、支援者からは支援に向けて多職種との連携を望む声もあることから、連携支援体制の強化に向けて、多職種連携につなげるための機会の提供などが求められている。


